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＜連絡事項＞
・勤務ルートについて庶務から下記連絡が来ています。
駐車場から青春裏の階段を下りて旧うみねこ幸房側に抜ける経路は、今後利用しないようお願いします。青春前から南病棟横を通り、山門前・厨房棟横の階段を使うルートが正規ルートとなるので、そちらを通行するようにしてください。

積雪のため足元が大変滑りやすくなっていますので、通行には十分に注意するようにしてください。
＜患者様連絡事項＞
・苫米地　正義様～本日昼より常食→糖尿病食20単位へ変更となる。
・木村　正子様～拒薬時経過観察の文字オーダー追加となる。極力内科薬は服用させるようにとのこと。
・小向　静江様～本日採血結果より炎症反応あり。レボフロキサシン(500)1T 1×夕で今夕より処方となる。
・和田　みよ子様～ミトン外しやM-T自己抜去頻回にあり。田名部Dr報告し、IFオーダー　　　
　　　　　　　　　に不穏時追加、リスペリドン内用液処方となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞

・立花　圭様～時間隔離中。私物に関して訴え多く、了解の悪さあるが他者トラブルはない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者情報＞
・木村　正子様～被毒妄想なく2/3摂取。食後薬は何かしらの理由をつけて拒否するが
再三の説明にて内服。妊娠している等の妄想発言聞かれるが、日課は
スムーズに行えている。
・苫米地 正義様～不穏さや、帰宅要求なく対面時穏やか。検査等も協力的。
・浪岡　美喜男様～バイタル異常なし。話し掛けに小声で返答。話しの内容は理解されている。不穏さなくホールでテレビを見て静かに過ごす。
・岡沼　広宣様～バイタル異常なし。疎通良好。不穏さなく穏やか。「大人しくしてます」
と自床で臥床。13：40よりホールに出て来られ散策している。
・和田　みよ子様～バイタルサイン異常なし。痰鳴あり適宜吸引施行している。ケア時の抵抗著明に見られている。
・和田　昌様～各食介助にて全量～1/2摂取。午後より37.7℃の発熱あり、クーリングに
て対応。他バイタルサイン異常なし。声掛けに対し頷きあるが、活気のな
さ見られている。
＜安ヶ平Dｒ診察＞
・藤井　崇史様～2月12日よりｖｄｓのクエチアピン（100）1Tに変更、ニトラゼパ
ム（5）1Tを止めとなる。
・和田　昌様～2/3採血結果でバルプロ酸高値、CRP4＋のため定期のバルプロ酸4T
→2Tへ変更。臨時薬セフジトレン（100）3T1日3回3日分処方。
・中山　真由美様～臨時薬のレボトミン（5）6Tから9Tへ変更。レボトミン（25）1Tｖｄｓ追加。リスペリドン（1）2ｍｌから3ｍｌ1日3回へ変更となる。アラミスト点鼻薬　3本処方。
＜新入院患者様情報1＞
日　　時：2月7日　12:30

　氏　　名：岡沼　広宣（おかぬま　ひろのぶ）様

　生年月日：昭和55年4月21日（39）

　病　　名：知的障害　統合失調症

　合併症　：薬剤性パーキンソン症候群　不眠症

　性　　別：男性

　主治医　：田名部Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Aユニット

　

(経過）

　　現在やまばと寮に入所中。

　H18年9月より父が勤務している商店で手伝いを行い、業務中は父が様子を確認し
ながら行っていたが、H20年5月に父が足を骨折したことにより入院して以降は仕事
を行わず生活していた。H20.6.4母とともに父の見舞いに行った後より、母に対して
突然易怒的となる等様子が見られていた。翌5日、無銭飲食をしていたところを警察
官に保護された。八戸保健所からの紹介を受け、H20.6.6松平病院を受診し、入院(任
意入院)。入院時、不穏状態、易怒性、易興奮性等の症状が顕著であり、病状は不安
定な状態であった。「統合失調症」「中等度精神遅滞」と診断され、薬物療法を開始。

　H27.8.1同院退院後は、障害者支援施設「やまばと寮」に入所に伴い当院へ転医し、
H27.8.24当院初診。以後、当院への通院・服薬を継続している。ADLは概ね自立して
いるが、汚染した衣類を数日間着続けることや、入浴や洗身時に不十分なことが多く、

都度指導・介入が必要となっている。日常会話は可能であるが、理解力は低度であり、
職員が説明を行うも間違ったまま作業を続けることがあり、見守りや指導を要してい
る。

　R2.1.30より急に不機嫌になり怒り出す等、感情の起伏が激しくなり、他の利用者
様へも粗暴行為がある。また「死にたい」などの発言も聞かれている事から、薬剤調
整と症状改善目的にてR2.2.7（金）12:30東病棟Aユニット13号室へ医療保護入院
となる。

※洗濯：施設(1回/週取りに来るとの事)
※上下部分義歯
※入院期間1ヶ月程度の予定
＜新入院患者様情報2＞
日　　時：2月7日 14:15

  氏　　名：浪岡　美喜男（なみおか　みきお）様

　生年月日：昭和36年6月12日（58）

　病　　名：石灰化を伴うびまん性神経原線維変化病

  合併症　：糖尿病

　性　　別：男性

　主治医　：馬渡Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Cユニット

　

(経過）

　H25年頃より集中力の低下を自覚、H27年頃より歩行困難と呂律障害が出現し、徐々
に悪化した為H28.5.31八戸市民病院受診。同院にて石灰化を伴うびまん性神経原線
維変化病と診断され、定期的な通院行っていた。昨年より認知機能の低下等が悪化。
R1.12.25に自宅周囲を徘徊することや同月27日にも玄関から出て行こうと鍵やドア
を弄っており、介入に対し易怒的となり、蹴る・殴る等の粗暴行為見られていた。そ
の後も情動の不安定さや粗暴行為は徐々に悪化。夜間の睡眠も不安定で、自宅内の物
を弄る行為や眠剤を服用後も早朝覚醒あり。小刻み歩行のため歩行不安定で、外出先
で転倒し血だらけの状態で帰宅することもあった。R2.1.24自宅で転倒し歩行困難の
ため八戸市立市民病院神経内科に入院。妻様への暴力行為あり、家族対応困難の為当
院紹介。専門治療・症状改善・環境調整目的にて本日当院初診、R2.2.7東病棟Cユ
ニットへ医療保護入院となる。
※家族洗濯。しばらく様子を見て、業者洗濯へ変更するかもとのこと。
　業者洗濯、CSセットについても説明している。
※おやつ：差し入れのみ
※上下義歯
※食事時はスプーン、ストロー使用
※2/10(月)10:30市民病院内分泌科に受診予定。（Fa付き添い）。
